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鳥取市自然資本産業誘致・振興事業
 地域の豊かな自然環境等を活用した産業（自然資本産業）を生み出す起業創業事業を実施し、

まちを元気にする意欲のある人材を増やしていく。
 並行して、気高町日光地区周辺地域を舞台にした、自然資本産業のパイロット事業を確立する

ための調査研究を進め、第１期期間中にビジネス採算化を目指す（第２期以降に投資を実施）。

地域の自然・水・田んぼ・山・海・生きもの・文化を「地域の宝」として見直し、

守りながら活かすことで成り立つ産業（自然資本産業）を作ろう という事業。
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自然を守ることと、地域の暮らし・仕事をつなぐ取り組みです。

目指すのは、

外から大きな事業を持ち込むことではなく、
地域の知恵をもとに、収入・仕事・交流につなげること。

1
自然を知る

調査・聞き取り
→

2
自然をよくする

水・生きもの・景観
→

3
仕事につなげる
体験・商品・人材

この循環を、まず気高町日光地区で試し、うまくいく形を探ります。

この事業で目指すこと
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令和７年度の取り組み

1

協議会が正式に発足

産・官・学・金・地域が参加し、

研修などを通して目的と進め

方を共有。

2

日光地区で基礎調査

水の流れ、生きもの、歴史・文

化を調査。

3

モニターツアー

地域の話、専門家の知見、食

や体験が価値として評価。

数字で見る主な成果

9団体
協議会に参加

宿泊ツアー
20名参加

ひとり5万円
ツアー評価額

研修5回
産業創出研修
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日光地区で見えてきた「地域の宝」

冬の水田・野鳥 生姜穴 水辺の暮らし 春祭り・龍神みこし

渡り鳥が来る湿地

ハクチョウ・ガン・カモ
がそろう貴重な場。

400年以上の生姜文化

生姜穴で熟成する、日
光ならではの知恵。

水と田んぼの記憶

鮒とり、舟、川魚料理
などの暮らし。

祭りと地域のつながり

春祭りは交流と誇りを
育ててきました。

今後は、この宝を「守る」だけでなく、

体験・学び・商品として無理なく活かす方法を考えます。
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令和８年度の取り組み
調査を続けながら、改善と事業づくりを実際に動かします。

日光地区で「調査 → 改善 → 商品・サービス化」を回し始めます。

1. 仕組みを動かす → 2. 日光での調査・実証 → 3. 起業・新規事業支援

年間の進め方

4–6月
体制づくり

7–9月
現場実証

シンポジウム

10–12月
募集・選考
ツアー試行

1–3月
採択・伴走
次年度準備

年度末には、令和9年度に広げるかどうかを判断できる状態を目指します。

専門的な知見をもつ研
究者と事業支援の専門
家の力を合わせて自然
資本を活かした産業を
作る仕組みを動かしま
す

研究者による調査を進
めつつ、四季折々の自
然環境や「地域の宝」
が楽しめる企業・一般
向けのツアーを実施し
ます

セミナーや個別相談か
ら、起業支援プログラ
ムの実施、伴走支援ま
でを一貫して行い、自
然資本を活かした事業
作りを進めます
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最終的に目指すもの

令和７年度: 土壌づくり

基礎調査

 関係づくり

 協議会発足

令和８年度: 芽出し・可視化

モデル事業実装

 成果の「見える化」

 企業マッチング

令和９年度: 自走化・収穫

企業版ふるさと納税の

 本格獲得

 仕組みのシステム化

令和１０年度以降：自立・自律

企業資金による自走・持続可能な仕組み

企業版ふるさと納税 インパクト投資 独自財源
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